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１． 問題提起 

 在宅介護で排泄の負担が増えると施設入所を考える家族は少なくない。今回、排泄に負担を

抱えショートスティ（以下、ＳＳ）を利用している家族の排泄負担軽減に向けて在宅事業所で

取り組んだ２事例を通し、居宅介護支援事業所としてケアマネジメントのあり方について報告

する。 

２． 目的 

 施設で取り組んでいる排泄ケア（ゆりりん調査）を活用し、在宅事業所との連携を通して在

宅で介護している家族の排泄負担軽減が図れないか、介護支援専門員（以下、ＣＭ）として根

拠ある排泄ケアマネジメントの示唆を得る。 

３． 方法 

 在宅介護で家族が抱えている排泄課題改善に向けて以下、内容に取り組んだ。 

① ゆりりん調査を実施 

② 在宅関係事業所で、ゆりりん調査データを分析する 

③ 在宅事業所での実践及び家族への指導 

※ゆりりんとは（右写真参照） 

超音波で膀胱内の尿量を測定し数値で表示する器具 

４． 成果・課題 

【事例１】  

８９歳 女性 要介護５  

主病歴：アルツハイマー型認知症  

障害高齢者日常生活自立度：Ｃ２ 

認知症高齢者日常生活自立度：Ⅲａ 

サービス利用：ディサービス（以下、ＤＳ）週５日 ＳＳ月１０日 

本人の状態：ベット中心の生活で身の回り動作全てに介助が必要。 

介護状況：長男夫婦と同居 主介護者長男妻は就労と家事を兼ねての介護で、腰痛を抱えてい    

     る。 

排泄状況：尿意便意ない。起床時（６時）・毎食後・就寝前（２１時）パッド交換実施。就寝

後、起床時までパッド交換はない。 

排泄課題：「起床時の尿漏れによる更衣等の後始末が一番の負担となっている」 

＜取り組み内容＞ 

① ＳＳで、ゆりりん調査実施（表１）、その結果をＣＭから長男妻に報告 

結果 

長男妻へ調査データを元に「この時間に多く出ているので交換してみて下さい」と報告する

が、「夜間のパッド交換はできない」「どのような方法で排泄介助をしたらいいか分からない」

と声があり、起床時（６時）の尿漏れの改善に繋がらず長男妻の負担が増え、サービス利用回



数が増えてしまう結果となる。長男妻の介護状況に合わせた調査データの分析ができていない

ことが要因と考え、事例２に取り組む。 

【事例２】 

８４歳 女性 要介護２ アルツハイマー型認知症 Ｂ１ Ⅲａ 

主病歴：アルツハイマー型認知症 

障害高齢者日常生活自立度：Ｂ１ 

認知症高齢者日常生活自立度：Ⅲａ 

サービス利用：ＤＳ週４回 ＳＳ隔週で４日 

本人の状態：動作自体は自立レベルであるが身の回りの１つ１つに声かけがないと行動できな      

      い。 

介護状況：長女夫婦と同居 主介護者長女は自営業と孫の世話含めた家事を兼ねての介護。 

排泄状況：尿意便意ない 自らポータブルトイレ（以下、Ｐトイレ）に座ることがない。長女

の声かけで１日４回（毎食前と就寝前）Ｐトイレに座り、夜用パッド使用にて交換

実施。 毎食前は仕事等の兼ね合いで時間はバラバラで、タイミングが合えば排尿

あるが殆どない。就寝してから朝起きるまでパッド交換はない。 

排泄課題：「一番忙しい朝に衣類まで尿漏れによる汚染があり、その後始末があるとイライラし      

   て本人にあたることがある」 

＜取り組み内容＞ 

① ＳＳで、ゆりりん調査実施（表１） 

② 在宅関係事業所（ＳＳ・ＤＳ・ＣＭ）で集まり調査データを分析する。 

③ 分析した結果を排泄アセスメント結果・プラン表（表２）に記載する。 

・前傾姿勢で腹圧がかかると排尿がある 

・夜間（２１時～７時）約１ℓと尿量が多い 

・夜間のトイレ案内の時間とパッドの使用方法について検討する 

④ 自宅で長女が介護できる排泄方法を検討し、ＳＳで実践する。 

⑤ ＳＳで実践した結果を職員から長女に報告、指導する。 

・パッドの当て方が尿漏れの要因となっていることも分かり、当て方について指導する 

  （表１） 
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結果 

「朝起きた時の尿漏れが少なくなり、朝ゆとり持って本人に関わることができるようになっ

た」と長女より 

成果 

在宅で排泄に負担を抱え、介護している家族への解決策として、ゆりりん調査は有効的な手

段であることが分かった。適切な排泄方法を見出していくためには調査データの分析が必要と

なるが、同在宅事業所には連携できるチームがあるため、この仕組みを居宅介護支援ツールと

して活用することが在宅生活継続の糸口となることを事例から気付かされた。しかし、データ

報告だけでは事例１は改善できなかったので、事例２の結果から事業所での実践、家族への指

導というシステムの構築が必要と考える。 

課題 

   居宅介護支援事業所として排泄ケアのノウハウを身に付けていくことが、家族が排泄に負担

を抱え、在宅生活を断念するケース解消の切り口となる。そのためにもＣＭ１人１人が、ゆり

りん調査を活用した成功事例を今後も積み重ねていくことが重要と考える。 


